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こ
の
日
結
成
総
会
を
向
か
え
た
の
は
、

５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関

東
と
バ
ス
東
北
Ｏ
Ｂ
の
代
表
者
会
議
」
で

「
よ
し
、
東
北
に
も
Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
を
つ

く
ろ
う
」
と
の
声
が
上
が
り
、
結
成
の
気

運
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
の
後
、

バ
ス
東
北
を
中
心
に
し
て
結
成
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
後
に

「
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
」
の

結
成
と
い
う
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

   

結
成
総
会
に
は
、
中
央
本
部
か
ら
森
Ｏ

Ｂ
担
当
中
執
を
始
め
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら 

古
川
会
長
、
佐
々
木
副
会
長
、
伊
藤
事
務

局
長
、
そ
し
て
バ
ス
東
北
の
佐
藤
議
長
と

勝
山
事
務
長
、
バ
ス
関
東
の
小
泉
副
議
長

が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

結
成
総
会
で
は
、
当
面
の
取
り
組
み
と 

規
約
規
則
の
提
案
が
行
わ
れ
た
後
、
討
論 

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

意
見
と
し
て
は 

・ 

「
退
職
者
に
こ
う
し
て
会
え
る
機
会 

 
 

が
出
来
て
、
大
変
良
か
っ
た
」 

           

・ 

「
も
っ
と
大
勢
の
人
に
も
声
を
掛
け 

 

て
、
Ｏ
Ｂ
会
員
を
増
や
そ
う
」 

・ 

「
た
し
ろ
選
挙
は
、
現
役
と
共
に
し
っ 

か
り
応
援
を
す
る
」 

 

な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
参
加
者
か

ら
「
バ
ス
東
北
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
」
の
結

成
を
喜
ぶ
声
や
、
期
待
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
は
、
場
所
を
駅
前
の
居
酒
屋
に 

移
し
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

                  

            

バ
ス
東
北
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
の
三
役

の
外
に
、
各
分
会
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
も
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
各
分
会
の
Ｏ
Ｂ
担
当

者
は
分
会
書
記
長
で
す
。 
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本部ＯＢ会は、今年も恒例になった「第８回ブロック別地本ＯＢ会三役会議」を､

８月２０日から２７日にかけて東日本の４ヶ所で開催しました。 

会議は、８月２０日に東関東ブロック（水戸、千葉、東京）、２１日に西関東ブロック

（横浜、八王子、大宮）が東労組本部の小会議室で、２５日には上信越ブロック（高

崎、新潟、長野）が高崎地本会議室で、２７日には東北ブロック（盛岡、秋田、仙台）が

盛岡地本会議室で、それぞれの地本ＯＢ会の三役が参加して開催されました。 

今年の会議では、ＯＢ会の中から発生した「組織問題」と、来年に迫った参院選、そ

してこの秋に取り組む「沖縄と連帯する旅」等が集中的に議論されました。 

組織問題では、今年の本部大会で東京地本ＯＢ会所属の浅野 孝が昨年７月

２日に行った講演会で、「ＪＲ東労組は御用組合」と話し、組合員を組織化してい

る行為は「ＪＲ東労組への組織破壊」と決定された事に踏まえて、その講演内容の

問題点と一部地方で発生している「混乱」について討論を行いました。討論では

当該ブロックを始め全ての会場で、「浅野講演は絶対に許さない」という弾劾の声

で渦巻きました。 

また、本部ＯＢ会が「戦後７０年」の秋に、初めて取り組む「沖縄と連帯する旅」を

成功させる事も確認されました。 

「たしろかおる」の国会活動を支援する取り組みでは、ＯＢ会も「紹介者カード」

の拡大に向けて、更に全力を上げて行く事も確認されました。 

年に一度、本部ＯＢ会三役と各地本ＯＢ会の三役が親しく膝を交えて話し合う

「ブロック別地本ＯＢ会三役会議」は、ＪＲ東労組ＯＢ会の団結を強め、役員間の

親睦を深め合う重要な場になっています。 

 

 

 

第８回ブロック別地本ＯＢ会三役会議 
～各地で組織問題の解決に向け意思統一が出来る～ 

 
 
 
 
 日 時  2015年 11月 30日 羽田発 JAL907便 

         12月 2日 羽田着 JAL910便 

 募集人数 ８０名 

 募集期間 2015 年 9 月 1 日～10 月 31 日 

     （満員になり次第締め切ります） 

 参加費用 一人６万円 
 

※ 参加希望者は、 

各地本ＯＢ会まで 

 

 

「沖縄と連帯する旅」参加者募集 

 

盛岡地本で開催されたバス東北のＯＢ連絡会結成総会 

バ
ス
東
北
に
念
願
の 

Ｏ
Ｂ
連
絡
会
が
結
成
さ
る
！ 

  
 
 

 

【
バ
ス
東
北
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
三
役
】 

 

会 

長 

竹
澤 

長
一
（
バ
ス
仙
台
） 

副
会
長 

長
尾 

 

初
（
バ
ス
青
森
） 

副
会
長 

村
上 

徳
男
（
バ
ス
福
島
） 

副
会
長 

穐
元 

徳
久
（
バ
ス
青
森
） 

事
務
長 

齊
籐 

光
司
（
バ
ス
福
島
） 

事
務
次
長 

 
 

 
 

小
原 

明
彦
（
バ
ス
本
部
） 

  
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

   

猛
暑
も
峠
を
越
し
た
８
月
24
日
、
13
時
よ
り
盛
岡
地
本
の
会
議
室
で

「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
バ
ス
東
北
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
結
成
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
成
総
会
に
は
、
中
央
本
部
を
始
め
本
部
Ｏ
Ｂ
会
や
バ
ス
東
北
、
バ

ス
関
東
の
役
員
も
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
東
北
の
退
職
者
の
20

名
が
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
へ
の
入
会
を
表
明
し
て
お
り
、
そ
の
内
10
名
の
方
が
結
成

総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

     

春
の
交
流
で
結
成
の
気
運
が 

多
数
の
来
賓
も
駆
け
つ
け
る 



 
                 

 

                 

   

                                       

                                        

                                         

                                

今
月
は
千
葉 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

相
川
好
夫
さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

相
川
さ
ん
の
住
む
南
房
総
市
和
田 

町
は
、
自
然
豊
か
な
町
で
和
田
浦
に
は 

「
花
嫁
街
道
」
と
い
う
15
・
5
ｋ
ｍ
、 

約
５
時
間
で
歩
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ 

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
現
在
Ｊ
Ｒ
東
日
本 

が
各
地
で
行
っ
て
い
る
「
駅
か
ら
ハ
イ 

キ
ン
グ
」
の
第
１
号
に
な
っ
た
と
こ 

ろ
で
す
。 

相
川
さ
ん
は
車
掌
を
し
て
い
た
鴨 

川 

輸
区
を
退
職
し
た
後
は
現
在
市
か
ら 

         

川
運
輸
区
を
退
職
し
た
後
は
、
現
在
市
か
ら 

委
託
さ
れ
て
和
田
浦
駅
で
働
き
な
が
ら
、
こ 

の
花
嫁
街
道
の
ガ
イ
ド
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

や
っ
て
い
ま
す
。
相
川
さ
ん
と
こ
の
花
嫁
街 

道
と
の
付
き
合
い
は
、
今
か
ら
35
年
前
に 

さ
か
の
ぼ
り
、
当
時
荒
れ
放
題
だ
っ
た
花 

  

嫁
街
道
を
、
地
元
の
仲
間
達
と
間
伐
材
や
風 

倒
木
等
を
使
っ
て
歩
き
や
す
い
様
に
整
備
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

ガ
イ
ド
を
や
っ
て
い
て
嬉
し
い
事
は
、
こ

の
コ
ー
ス
を
歩
い
た
人
か
ら
「
よ
く
整
備
さ 

    

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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れ
て
い
る
ね
」「
今
度
は
家
族
で
来
る
よ
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
た
時
だ
そ
う
で
す
。 

ま
た
こ
の
街
道
を
整
備
し
た
時
の
経
験
が
、
そ

の
後
『
森
び
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
足
尾
で
の
階 

段
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
た
の 

も
、
嬉
し
い
思
い
出
に
残 

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

こ
れ
か
ら
も
「
自 

然
と
共
に
人
生
を
」 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
相
川
さ
ん
を
家
族
み
ん
な
が
応
援
し 

て
い
ま
す
。 

 

（
南
房
総
市
在
住
・
相
川 

好
夫
・
69
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

千葉地本ＯＢ会 

半

生

を
「

花

嫁

街

道

」

に 

 
 

      

連
合
も
参
加
す
る
「
み
ん
な
で
安
倍
政
権

に
Ｎ
Ｏ
！
国
民
の
声
、
怒
り
の
８
・
23
大
行

動
」
実
行
委
員
会
が
、
8
月
23
日
国
会
包

囲
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
行
動

は
、 

“
闘
争
宣
言
”
“
労
働
法
制
改
悪
反
対
”

“
安
保
法
案
反
対
”
の
三
部
構
成
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
だ
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
国

会
を
包
囲
す
る
連
合
組
合
員
１
４
０
０
０

名
の
怒
り
の
声
が
、
安
倍
政
権
と
国
会
に
向

け
ぶ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

新
し
い
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た
退
職
者
連

合
も
５
０
０
名
が
結
集
し
（
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ

連
絡
会
か
ら
は
18
名
が
参
加
）
、
共
に
怒
り

の
声
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。 

       

廃
案
に
追
い
込
ん
で
い
く
」
と
強
い
決
意
を 

                      

 

 
 
 
 

昨年結成したばかりの成田支部ＯＢ会が、7 月 30日成東・本 

須賀海岸にＯＢ会員や組合員、家族など 120名を集め、「団結・地 

引網＆バーベキュー」を盛大に開催しました。 

当日は霧が立ちこめる中、9時過ぎに網を載せた漁船が出港し、 

１時間かけて全参加者が「ヨイショ・たしろ勝利」と声を掛け合い、初 

めての地引網を経験しました。しかし、最初は網を引き寄せても魚の 

姿は見えませんでしたが、さらに網を引き、汗をかき、苦労した後に 

大漁の魚を見つけるや、子供達から大歓声がわき起こりました。クロ 

ダイをはじめアジ、イワシ、ワカシなどが大漁に引き上げられました。 

その後海の家・つま丸に戻り、斎藤会長の挨拶の後、畠山秘書から 

たしろ参議院議員のメッセージが紹介されました。その後地本・本部 

ＯＢ会からあいさつを受けた後、鳥井支部委員長の乾杯の音頭で 

大交流会がはじまりました。実行委員の手料理や、採れたての魚の 

バーベキューや冷えたスイカで大盛況でした。 

支部ＯＢ会は、参加者の笑 

顔を忘れず、安心して暮ら 

せる世の中を作るために、 

たしろ参議員を再び国会に 

送り出すことを誓いました。 
（千葉・成田支部ＯＢ会） 

 

 

 

地引網～みんなで引っ張って大漁だ 

 

 

 
  

  米沢地区ＯＢ会主催の第 4回原発避難者支援夏祭りが、7月 

2 ２2日 80名の参加者で開催されました。当日は本部ＯＢ会の古 

川会長、地本ＯＢ会の林事務局長を始め、福島支部ＯＢ会から 4 

名、地本青年部 10名、地元のＯＢ会員１１名も参加し、流しそう 

めん、綿飴、ポップコーンや缶バッジ作りに、ボランテアとして協力 

して頂きました。 

そんな中、福島に帰還されていた 4家族 13名の方々が、「米沢

で知り合った友人や知人に会いたい」と参加され、「何かの機会が

ないと来られないので、夏祭りをやって頂いて大変有り難い」と喜ん

で頂きました。「次回は夏休みにして欲しい」との要望も出されました。 

   終了後、場所を移して青年部と福島支部ＯＢ会を含めた26名で

交流会を兼て反省会を開催しました。青年部員から「避難者の皆

さんから何度も有り難うと言われ感激した。また参加したい」との発

言があり、米沢地区ＯＢ会として 

手応えを感じました。 

私達は今後も避難者支援活 

動を継続し、脱原発に取り組み 

ます。 

（仙台・米沢地区ＯＢ会） 

 

 

 

 

福島の被災者に寄り添う夏祭り 

     

 

集
会
で
は
、
退
職
者
連
合
の
阿
部
会
長
が 

「
私
た
ち
は
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
有
り
難

さ
を
体
験
し
た
世
代
だ
。
安
保
法
案
に
断
固

と
し
て
反
対
す
る
。
連
合
と
共
に
国
民
世
論

づ
く
り
の
行
動
を
更
に
強
め
、
こ
の
法
案
を
廃

案
に
追
い
込
ん
で
い
く
」
と
固
い
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。 

い
ま
、
安
倍
政
権
の
民
主
主
義
も
否
定

し
、
圧
倒
的
多
く
の
憲
法
学
者
が
「
違
憲
で
あ

る
」
と
断
定
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
法
律
は
我
々
が
決
め
る
」
な
ど
と
一
切
を
無

視
し
た
こ
の
強
権
的
な
国
会
運
営
に
、
国
民
の

怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す
。 

文
字
通
り
老
若
男
女
が
、
こ
の
「
戦
争
法

案
」
を
廃
案
に
追
い
込
む
た
め
に
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。
国
会
内
で
デ
タ
ラ
メ
な
答
弁
に
終

始
し
て
い
る
こ
の
法
案
を
廃
案
に
さ
せ
る
力

は
、
国
民
の
総
力
を
上
げ
た
取
り
組
み
如
何

に
よ
り
ま
す
。
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
、

法
案
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

                  

             

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
現
役
の
仲

間
や
退
職
者
連
合
の
仲
間
と
共
に
、
こ
の
「
戦

争
法
案
」
の
廃
案
を
め
ざ
し
て
こ
れ
か
ら
も
闘

っ
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
日
の
闘
い
の
う
ね
り
は
、
８
・
23
に
続

き
８
・
30
の
国
会
を
取
り
巻
く
10
数
万
の
市

民
の
大
行
動
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

最
後
ま
で
諦
め
な
い
た
た
か
い
を
！ 

                                

退
職
者
連
合
も 

「
８
・
23
大
行
動
」
で
国
会
包
囲 

 

Ｏ
Ｂ
会
が
主
導
し
、
各
地
で
レ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

千葉地本・成田支部ＯＢ 会 仙台地本・米沢地区ＯＢ 会 

 ８・２３大行動に参加したＪＲ総連ＯＢ連絡会の仲間 

決意を語る阿部会長 


